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ご案内

元
気
と
安
心
の
人
生
の
た
め
に

　
　
　
　
　
入
会
を
お
待
ち
し
ま
す

一
般
財
団
法
人 

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　

鴨
下
　
一
郎

会長挨拶会長挨拶

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
長
年
、
公
務
員
と
し
て

国
家
社
会
の
た
め
に
人
生

を
捧
げ
て
こ
ら
れ
た
事
実

と
実
績
は
国
と
社
会
と
ご

自
身
の
中
に
長
く
残
っ
て

消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
我
が

国
は
今
、
人
類
が
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
超
高
齢
社

会
を
迎
え
、
特
に
生
産
年

齢
人
口
減
少
の
流
れ
は
、

将
来
の
国
の
在
り
方
と
経

済
を
脅
か
し
、
高
齢
者
と

女
性
の
労
働
参
加
を
強
く

求
め
て
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
健
康
で
体

力
が
あ
り
、
活
動
の
場
と

機
会
が
あ
れ
ば
「
人
の
た

め
に
」
と
い
う
想
い
が
お

あ
り
と
思
い
ま
す
。
再
任

用
等
の
勤
務
の
余
力
で
、

お
住
ま
い
の
都
道
府
県
退

職
公
務
員
連
盟
で
そ
の
想

い
を
行
動
に
移
さ
れ
ま
せ

ん
か
。

　
当
連
盟
は
、
昭
和
２３
年

か
ら
７６
年
、
一
貫
し
て
政

府
の
恩
給･

年
金
制
度
改

革
と
向
き
合
い
、
退
職
者

の
立
場
か
ら
、
現
在
の
年

金
制
度
の
骨
格
づ
く
り
に

多
大
の
貢
献
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
昭
和
２７
年
か
ら
は
、
財

団
法
人
と
し
て
、
会
員
の

生
活
基
盤
の
確
保
を
基
本

に
、「
隣
保
相
助
、
公
共

に
奉
仕
」
を
掲
げ
、
高
齢

者
福
祉
の
増
進
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
に
一
般
財
団

法
人
へ
の
移
行
に
伴
っ
て

子
育
て
支
援
、
伝
統
文
化

の
伝
承
、
健
康
づ
く
り
、

高
齢
者
の
慰
問
等
、
活
動

を
公
益
に
シ
フ
ト
と
し
て

い
ま
す
。

　
更
に
、現
役
公
務
員
や
、

子
育
て
世
代
の
生
活
に
関

心
を
持
ち
、
広
く
国
民
の

現
状
を
踏
ま
え
た
年
金･

医
療･

介
護
を
含
む
全
世

代
型
の
社
会
保
障
制
度
の

構
築
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　
政
府
は
今
、「
活
力
あ

る
日
本
社
会
を
取
り
戻
そ

う
」
と
、
子
育
て
支
援
と

経
済
成
長
の
両
立
を
図
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

目
指
す
と
こ
ろ
は
、
国
民

が
力
を
合
わ
せ
て
行
動

し
、
世
界
が
注
目
す
る
幸

　
「
皆
様
お
疲
れ
様
で
し

た
」。
公
務
員
の
定
年
延

長
に
伴
っ
て
こ
の
言
葉
か

け
は
相
応
し
く
な
い
方
が

ほ
と
ん
ど
と
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
で
も
中
に
は
、

区
切
り
を
つ
け
て
肩
の
荷

を
降
ろ
し
た
と
い
う
実
感

を
お
持
ち
の
方
も
お
い
で

せ
な
超
高
齢
社
会
を
創
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
は
長
年
の
経
験
か

ら
、
若
者
が
元
気
と
希
望

が
持
て
る
社
会
の
実
現
を

目
指
そ
う
と
さ
れ
る
。
ご

自
身
も
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、退
職
後
の
長
い
年
月
、

健
康
と
生
き
が
い
と
人
間

関
係
を
広
げ
て
自
立
し
た

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
を

意
図
さ
れ
る
。
皆
様
、
こ

の
支
え
て
受
け
る
交
互
作

用
が
豊
か
に
展
開
さ
れ

る
、
人
類
史
に
残
る
超
高

齢
社
会
構
築
と
い
う
壮
大

な
事
業
に
、
参
加
さ
れ
ま

せ
ん
か
。

　
私
は
医
者
で
す
。
２８
年

間
衆
議
院
議
員
を
務
め
て

　
　
　
　
わ
れ
ら
の
信
条

一
、�

わ
れ
ら
は
か
つ
て
公
務
員
で
あ
っ
た
矜
持
と
面
目
を
堅
持
し
つ
つ

　
理
想
的
な
日
本
公
務
員
制
度
の
確
立
を
要
望
す
る

一
、�

わ
れ
ら
は
全
国
民
の
福
祉
増
進
を
念
じ
つ
つ
進
ん
で
公
共
に
奉
仕

し
　
平
和
的
文
化
国
家
建
設
の
大
業
に
寄
与
す
る

一
、�

わ
れ
ら
は
和
を
貴
ぶ
　
同
胞
融
合
　
隣
保
相
助
の
民
風
を
尊
重
し

　
身
を
も
っ
て
そ
の
育
成
に
つ
と
め
る

一
、�

わ
れ
ら
は
思
想
的
　
政
治
的
自
由
を
も
ち
　
常
に
公
正
と
中
庸
に

お
い
て
帰
一
す
る

一
、�

わ
れ
ら
は
組
織
の
も
と
に
団
結
す
る
　
わ
れ
ら
の
生
活
は
こ
の
組

織
と
団
結
に
よ
っ
て
断
固
自
ら
守
り
ぬ
く

一
般
財
団
法
人
　
日
本
退
職
公
務
員
連
盟

退
公
連
が
目
指
す
も
の

◎
退
職
後
の
生
活
保
障

　
▼�

年
金
制
度
の
改
善
　
高
齢
者
医
療
、
介
護
制
度
の
改
善
・
充
実

　
▼�

高
齢
者
及
び
女
性
の
雇
用
、
公
務
の
特
殊
性
に
配
慮
し
た
年
金
制
度
の
確
立

　
▼�

社
会
保
障
制
度
の
情
報
提
供
　
年
金
相
談
の
実
施
と
充
実

◎
現
職
の
人
々
へ
の
支
援

　
▼
年
金
制
度
の
持
続
と
次
世
代
へ
の
引
き
渡
し

　
▼
公
務
員
の
６５
歳
定
年
制
の
軟
着
陸

◎
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
参
加

　
▼
大
人
と
し
て
、
隣
人
と
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
活
動
、
伝
統
文
化
の
伝
承

　
▼�

高
齢
者
施
設
・
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
の
慰
問
、
街
の
清
掃
等
に
よ
る
心
が
通
い
合
う
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り

◎
会
員
相
互
の
交
流
と
地
域
と
の
信
頼
関
係
づ
く
り

　
▼�

地
域
の
人
々
と
共
に
、
健
康
づ
く
り
、
旅
行
、
趣
味
の
活
動
、
研
修
会
等

◎
人
生
１００
年
時
代
、
延
び
た
時
間
で
新
し
い
人
生
を
つ
く
る

　
当
連
盟
は
、
昭
和
２３
年

創
立
以
来
、
全
国
の
公
務

員
退
職
者
が
結
集
し
て
恩

給
・
年
金
制
度
改
革
に
取

り
組
ん
で
、
数
々
の
実
績

を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

　
公
務
員
の
処
遇
、
人
材

確
保
に
当
た
っ
て
、
公
務

員
が
職
務
に
専
念
で
き
る

環
境
整
備
を

▼
公
務
員
の
働
き
方
改
革

の
推
進

▼
職
域
加
算
部
分
に
代
わ

る
「
年
金
払
い
退
職
給
付

制
度
」
の
創
設
。

　
年
金
等
社
会
保
障
制
度

改
革
に
当
た
っ
て
は
、
年

金
生
活
者
の
負
担
が
過
重

に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を

▼
６５
歳
未
満
の
在
職
老
齢

年
金
の
支
給
停
止
基
準
額

を
２８
万
円
を
４７
万
円
に
引

き
上
げ
る
。

▼
６５
歳
以
上
の
在
職
老
齢

年
金
額
を
毎
年
改
定
す
る

こ
と
に
。

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
高
齢
者
及
び
女
性
、
特

に
子
育
て
世
代
が
働
き
易

い
労
働
環
境
の
整
備

▼
厚
生
年
金
の
適
用
拡
大

短
時
間
労
働
者
に
も
。

▼
育
休
制
度
の
活
用
推
奨

男
性
の
育
休
取
得
を
。

　
今
後
の
公
的
年
金
制
度

改
革
へ
の
日
公
連
の
対
応

　
今
後
は
、
年
金
の
給
付

水
準
を
い
か
に
安
定
的
に

確
保
す
る
か
が
課
題
に
な

り
ま
す
。

①
制
度
の
支
え
手
の
拡
大

（
少
子
化
対
策
、
厚
生
年

金
の
適
用
拡
大
）

②
年
金
加
入
期
間
の
延
長

（
２０
歳
～
６０
歳
を
６５
歳
に
）

③
受
給
開
始
年
齢
の
選
択

拡
大
（
～
７５
歳
）
な
ど
が

政
府
の
関
係
機
関
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
公
連

は
議
論
の
過
程
を
注
視
し

て
機
動
的
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
制
度
を
次
世
代

が
評
価
す
る
内
容
に
し
て

渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
５
年
度 

日
公
連
の
要
望
事
項（
抜
粋
）と

近
年
の
年
金
制
度
改
革
等

退
公
連
は
退
職
後
の
生
き
方
の
拠
点

退
公
連
は
退
職
後
の
生
き
方
の
拠
点

健
康
と
生
き
が
い
を
手
に
、
納
得
の
人
生
の
集
大
成
を

健
康
と
生
き
が
い
を
手
に
、
納
得
の
人
生
の
集
大
成
を

き
ま
し
た
。
今
は
請
わ
れ

て
、
内
閣
府
参
与
の
職
に

就
い
て
い
ま
す
。
私
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
は
社
会
保
障

で
あ
り
、
今
後
は
介
護
、

医
療
に
も
力
を
注
ぎ
ま

す
。
そ
し
て
、
退
職
者
の

第
二
の
人
生
の
後
押
し
を

し
て
、
日
公
連
会
員
の
方

々
が
安
心
し
て
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
を
楽
し
め
る
組
織
に

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
退
職
さ
れ
た
皆
様
、
再

任
用
で
お
勤
め
の
皆
様
、

ど
う
か
日
公
連
が
意
図
す

る
と
こ
ろ
を
汲
ん
で
い
た

だ
い
て
、入
会
し
て
、納
得

の
人
生
の
集
大
成
を
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

加藤勝信前厚生労働大臣に要望書を
手渡す鴨下一郎会長

　
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ

と
が
難
し
く
な
る
。
思
わ

ぬ
と
こ
ろ
で
転
ん
で
怪
我

を
す
る
な
ど
の
ご
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
日
常
生
活
の
中
で
会
員

の
方
々
が
遭
遇
さ
れ
る
様

々
な
事
態
に
対
応
さ
れ
る

た
め
に
、
会
員
限
定
で
以

下
の
事
業
を
始
め
て
い
ま

日
公
連
の
福
利
厚
生
事
業

す
。

①
傷
害
保
険　
三
井
住
友

ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株

式
会
社

②
駆
け
つ
け
サ
ー
ビ
ス

ジ
ャ
パ
ン
ベ
ス
ト
レ
ス
キ

ュ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

　
鍵
・
電
気
・
水
回
り
等

故
障
の
修
理

③
カ
ー
ラ
イ
フ
ト
ー
タ
ル

サ
ー
ビ
ス　
三
井
住
友
海

上
火
災
保
険
株
式
会
社

　
車
の
購
入
と
車
検
に
関

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
。

　
①
②
は
日
公
連
が
３
年

か
け
て
調
査
し
、
選
定
し

た
会
社
で
す
。
お
示
し
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

に
な
り
ご
検
討
く
だ
さ

い
。
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薬
膳
料
理

野
菜
の
自
給
自
足
。
大
き

な
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫

古
民
家
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

懐
メ
ロ
を
歌
う
会
。 

ピ
ア
ノ
伴
奏
を
担
当

▲
日
本
退
職
公
務
員
連
盟

は
現
職
時
代
、
教
職
、
都

道
府
県
・
市
町
村
職
員
、

警
察
官
、
自
衛
官
、
郵
政

職
員
、
消
防
職
員
で
あ
っ

た
人
々
で
構
成
さ
れ
る
会

　
定
年
退
職
し
て
、
早
く

も
１３
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
退
職
後
す

ぐ
の
４
年
間
は
、
隣
接
し

て
い
る
松
浦
市
の
中
央
公

民
館
館
長
と
し
て
務
め
る

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
教
職
と
公
民
館
業
務
に

携
わ
っ
た
こ
と
で
、
豊
か

な
体
験
の
大
切
さ
や
食
の

大
切
さ
を
痛
感
し
、
民
間

事
業
と
し
て
、
こ
の
体
験

を
活
か
す
べ
く
学
ぶ
館
の

開
設
に
至
り
ま
し
た
。

学
べ
る
「
場
」
づ
く
り

　
築
百
年
に
な
る
自
宅
を

改
修
し
て
、「
古
民
家
体

験
工
房
と
ら
い
か
ん
」
を

立
ち
上
げ
、
今
は
、
９
年

目
の
半
ば
を
迎
え
て
い
ま

す
。
健
康
長
寿
を
見
据
え

こ
の
間
、
各
種
体
験
教
室

の
開
催
・
体
験
民
泊
・
薬

膳
食
の
提
供
・
研
修
場
と

し
て
の
施
設
貸
出
・
イ
ベ

ン
ト
開
催
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

《
活
動
の
実
際
》

一
、
食
べ
て
元
気
ア
ッ
プ

健
康
長
寿
を
目
指
そ
う
！

★
薬
膳
料
理
教
室
を
開
催

　
我
が
家
は
農
家
で
す
。

自
宅
周
り
で
、
薬
草
や
野

草
・
食
べ
ら
れ
る
花
が
、

四
季
折
々
に
収
穫
で
き
ま

す
。薬
膳
料
理
教
室
で
は
、

身
近
に
あ
る
薬
草
・
野
草

・
エ
デ
ィ
ブ
ル
フ
ラ
ワ
ー

（
食
用
に
な
る
花
）
等
を

摘
み
、
料
理
し
て
食
す
る

こ
と
で
、
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ

ネ
ラ
ル
の
補
給
を
し
、
元

気
ア
ッ
プ
の
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

★
パ
ン
作
り
で
は
、
天
然

酵
母
と
薬
草
を
取
り
入
れ

た
桑
の
葉
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ

や
柿
の
葉
ジ
ェ
ラ
ー
ト
パ

ン
等
、
栄
養
ア
ッ
プ
が
で

き
る
方
法
を
伝
え
て
い
ま

す
。

二
、
交
流
の
場
！
感
動
体

験
！

★
古
民
家
ラ
イ
ブ
を
開
催

　
今
年
は
、
三
年
ぶ
り
に

古
民
家
ジ
ャ
ズ
鑑
賞
会
＆

尺
八
体
験
を
開
催
。
奏
者

の
方
々
は
、
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
地
域
の
方
や
、

近
く
の
小
学
生
を
無
料
招

待
。
５０
名
以
上
の
方
が
鑑

賞
。
五
・
六
年
生
は
、
音

色
の
素
晴
ら
し
さ
や
指
使

い
・
息
使
い
の
凄
さ
に
感

動
。
実
際
に
尺
八
を
吹
く

こ
と
で
、
努
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
・
喜
ば
れ
る
仕

事
を
し
た
い
等
、
体
験
を

通
し
て
、
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
い
ま
し
た
。

員
数
約
十
九
万
人
の
大
き

な
組
織
で
す
▲
勿
論
、
会

員
数
が
多
い
こ
と
は
退
公

連
の
対
外
的
な
影
響
力
を

強
め
、
今
、
進
め
ら
れ
て

い
る
社
会
保
障
制
度
改
革

等
へ
の
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
▲
会
員
の
多
く

は
入
会
後
情
報
を
得
て
、

初
め
て
こ
の
組
織
の
重
要

性
に
気
付
く
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
問
題
は
、
ご

理
解
い
た
だ
け
て
な
い
と

思
わ
れ
る
現
職
の
皆
様
、

過
年
度
未
加
入
の
皆
様
等

へ
の
お
誘
い
の
機
会
が
持

て
ず
、
な
か
な
か
入
会
が

叶
わ
な
い
こ
と
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
心
を
込
め
て

お
誘
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
伝
え
し
て
、
組
織
存
在

入
会
の
お
誘
い

　

あ
な
た
の
加
入
、
皆
の
加
入
で
目
指
す
は

　
　
老
後
の
不
安
解
消
と
働
く
環
境
改
善
へ
の
提
言
で
す

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
組
織
委
員
長
　
鯨
岡
　
武

会
員
の
生
き
方
と
退
公
連
の
活
動

の
意
義
を
我
々
は
未
加
入

の
皆
様
と
共
有
し
た
い
と

強
く
願
い
ま
す
。

入
会
お
誘
い
の

　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

▲
日
公
連
・
退
公
連
は
退

職
後
の
生
き
方
の
拠
点
で

す
。
健
康
と
生
き
が
い
を

手
に
し
て
、
人
生
の
集
大

成
を
図
り
ま
し
ょ
う
▲
公

的
年
金
制
度
は
世
代
と
世

代
の
助
け
合
い
の
シ
ス
テ

ム
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
あ

な
た
も
現
役
世
代
の
多
額

の
保
険
料
（
給
料
の
一
八

・
三
％
）
で
支
え
ら
れ
る

立
場
に
な
り
ま
す
▲
今
一

番
大
切
な
こ
と
は
、
次
世

代
に
現
行
制
度
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
で
す
▲
公

的
年
金
制
度
が
仮
に
破
綻

し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

親
を
支
え
る
こ
と
に
な
る

が
、
本
当
に
可
能
で
す
か

▲
高
齢
者
で
も
経
験
と
知

識
を
活
か
し
て
働
く
こ
と

に
よ
り
、
自
分
の
収
入
増

と
年
金
財
政
健
全
化
に
寄

与
で
き
ま
す
▲
公
務
員
だ

っ
た
矜
持
と
面
目
を
堅
持

し
、
全
国
民
の
福
祉
増
進

の
実
現
に
先
頭
を
切
っ
て

働
き
か
け
る
組
織
が
退
職

公
務
員
連
盟
で
す
▲
年
金

支
給
の
原
資
と
な
る
積
立

金
は
脆
弱
で
な
く
健
全
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。「
年

金
制
度
が
破
綻
す
る
、
若

い
世
代
は
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
」
と
い
っ
た
心
配

は
無
用
で
す
▲
高
齢
者
に

な
っ
て
、
初
め
て
理
解
で

き
る
医
療
費
負
担
の
過
酷

さ
と
、
健
康
不
安
に
対
す

る
訴
え
を
真
剣
に
受
け
と

め
、
諸
々
意
見
具
申
し
て

お
り
ま
す
。

●
組
織
存
立
の
意
義
を
示

す
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

触
れ
ら
れ
て
原
点
を
知

り
、
社
会
保
障
制
度
改
革

が
歪
ま
な
い
よ
う
要
望
し

ま
し
ょ
う
。

今
私
た
ち
は

五
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

�

高
々
と
掲
げ
て

行
動
し
て
い
ま
す
。

▲
働
く
環
境
に
注
力
し
　

多
彩
で
有
意
な
人
材
が
集

第
二
の
人
生
は
、女
性
起
業
家
と
し
て

長
崎
県
退
職
公
務
員
連
盟
北
松
支
部
長
　
柴
山
節
子

人
生
百
年
時
代
　
到
来

滋
賀
県
退
職
公
務
員
連
盟
湖
南
支
部
長
　
深
田
雅
也

　
湖
南
支
部
は
草
津
市
と

栗
東
市
か
ら
な
り
、
か
つ

て
は
東
海
道
と
中
山
道
の

分
岐
点
で
し
た
。今
で
も
、

Ｊ
Ｒ
・
高
速
道
路
や
国
道

１
号
と
８
号
が
通
る
交
通

の
要
衝
で
す
。そ
れ
ゆ
え
、

全
国
で
も
稀
有
な
持
続
的

人
口
増
加
地
帯
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
人
生
百
年
時
代

が
現
実
味
を
帯
び
て
き
た

今
、
私
た
ち
の
大
き
な
課

題
は
退
職
後
の
長
い
年
月

を
い
か
に
生
き
る
か
だ
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
に
は

老
い
と
病
気
は
避
け
が
た

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
健
康
か
つ
幸
せ
に

「
幸
齢
」
を
重
ね
て
「
高

貴
幸
齢
者
」
と
し
て
豊
か

に
生
き
る
に
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
参
加
や
生
き

甲
斐
が
支
え
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
８
年
前
、
支
部
役

員
に
な
っ
た
と
き
、
厚
か

ま
し
く
も
次
の
４
つ
の
提

案
を
し
ま
し
た
。

①
耕
作
放
棄
地
に
退
公
連

農
場
を
作
り
、
子
供
食
堂

に
提
供
。
行
政
と
連
携
。

②
放
置
竹
林
を
再
生
し
て

利
活
用
。
行
政
と
連
携
。

③
外
来
魚
駆
除
事
業
に
参

加
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
マ
ス
コ
ミ

連
携
。

④
懐
メ
ロ
を
歌
う
会
。

　
し
か
し
、
会
員
の
高
齢

化
な
ど
で
、
実
現
し
た
の

は
懐
メ
ロ
の
伴
奏
担
当
だ

け
で
し
た
。
幸
い
当
支
部

に
は
「
い
つ
ま
で
も
元
気

に
楽
し
む
会
（
年
８
回
）」

と
い
う
優
れ
た
企
画
が
あ

り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会・１２
月
に
は「
お
せ
ち
を

作
ろ
う
！
（
料
理
教
室
）」

を
予
定
し
て
お
り
、ま
た
、

先
輩
方
に
年
賀
状
を
送
る

こ
と
も
。
常
時
１５
名
ほ
ど

が
参
加
し
、
こ
れ
だ
け
で

充
分
な
活
動
が
で
き
ま

す
。
今
、
私
は
７０
歳
に
な

り
ま
し
た
が
、
個
人
的
に

８０
坪
の
畑
を
借
り
、
野
菜

の
自
給
自
足
を
達
成
し
、

昨
冬
か
ら
は
１００
坪
の
放
置

竹
林
の
整
備
に
着
手
し
ま

し
た
。
ピ
ア
ノ
の
練
習
は

毎
日
欠
か
さ
ず
、
い
つ
で

も
懐
メ
ロ
伴
奏
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

う
公
務
員
制
度
の
確
立
▲

超
高
齢
社
会
・
人
口
減
社

会
に
対
応
す
る
社
会
保
障

制
度
の
構
築
▲
公
務
の
特

殊
性
お
よ
び
高
齢
者
・
女

性
の
就
労
に
配
慮
し
た
年

金
制
度
の
確
立
▲
豊
か
な

経
験
と
知
識
を
生
か
し
て

社
会
参
加
し
　
納
得
の
人

生
の
実
現
▲
魅
力
あ
る
活

動
に
よ
り
　
組
織
の
強
化

と
活
性
化
の
推
進

●
本
会
員
に
よ
る
職
場
・

お
宅
訪
問
、
電
話
・
メ
ー

ル
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
是

非
と
も
あ
な
た
様
の
耳
目

を
集
め
て
頂
き
た
く
存
じ

ま
す
。

日公連７５年の歩み
①昭和２３年 ２ 月「全国恩給増額期成同盟」誕生。
②同年 ５月第 １回全国大会を開催、２６道府県参加。
③同年 ７月恩給増額法可決　恩給額は１２～２６倍となる。
④同年１１月「全国恩給受給者連盟」に改称。
⑤昭和２４年加盟団体は４６都道府県に、昭和３３年沖縄県連
の加盟により４７都道府県になる。
⑥昭和２５年「日本退職公務員連盟」と改称。
⑦昭和２６年 ５ 月「退職公務員新聞」創刊。
⑧同年 ６月「財団法人日本退職公務員連盟」設立趣意書
及び「われらの信条」を決議し、発表。
⑨昭和２７年 ４ 月２８日天野貞祐文部大臣より、「財団法人
日本退職公務員連盟」の設立が許可される。

⑩連盟創立１０～２０周年の間に、毎年の公務員給与アップ
に伴う恩給増額、不均衡是正など多くの運動の成果を
挙げて組織も拡大した。

⑪昭和４８年以降、公務員の給与の改善と物価の上昇率を
恩給・年金に反映させる方式となる。第 １回全国婦人
部長会開催

⑫昭和４９年日本退公連会館が竣工。
⑬日公連は公務員の職務の特殊性を主張。昭和６１年公務
員固有の「職域年金部分」が新設された。

⑭平成１２～２６年度本来水準を上回る年金額維持に尽力。
⑮被用者年金一元化により職域加算部分について一定の
配慮措置がつく。

⑯平成２５年 ４ 月『われらの信条』の下、「一般財団法人
日本退職公務員連盟」として、社会保障制度改革に関
する要望活動、地域社会の活性化に強力に、継続的に

関わる新たな活動のスタートをする。
⑰超高齢・人口減少社会における社会保障制度の在り方
及び活力のある地域社会構築を今後の課題として取り
組む。

○年金制度の持続可能性の確保
○将来世代の年金給付水準の確保に向けた努力
○退公連と地域社会との関係強化
○納得の人生構築に力を貸す活動
○公務員の６５歳定年の軟着陸
○短時間労働者を厚生年金へ（厚生年金の適用拡大）
○年金加入期間の延長（２０歳～６０歳を２０
歳～６５歳に）

○受給開始年齢の選択肢を６０歳から７５歳
へ拡大

今後の課題

都道府県退職公務員連盟　支部名

共に行動し、健康と生きがいを生み出す退公連をつくろう 令和５年度　会　員　構　成� （令和5年９月末現在）単位：人

正 会 員 １２０，４７１

職 

種 

別 

内 

訳

教　　職 ９４，２７８ 郵　政 １，１５２

性
別

男 ７７，４８７ 都府県職 ５，５８７ 農　林 １４６
女 ４２，９８４ 市町村職 １１，２３６ 電　電 ５１

準 会 員 ５６，９５０ 警　　察 ４，５５４ 専　売 １２
賛助会員 １２，０５４ 消　　防 ２，０４６ 国　公 ７９５
会員総数 １８９，４７５ 日　　鉄 ７３ その他 ５４１
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